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3.10 植物調査

【植物調査の目次】 

3.10.1 調査目的 ................................................................................................................................... 3-243 

3.10.2 調査内容 ................................................................................................................................... 3-244 

3.10.3 調査結果 ................................................................................................................................... 3-251 

（１）出現種数と外来種数の経年変化 .................................................................................... 3-251 

（２）指標種と基盤環境の関係 ................................................................................................... 3-252 

（３）植生面積の経年変化 ............................................................................................................ 3-255 

（４）ヨシ群落の経年変化 ............................................................................................................ 3-256 

3.10.4 調査結果を踏まえた事業の影響の考察 .................................................................... 3-260 

植物調査 確認種一覧・希少種一覧 .............................................................................................. 3-261 

3.10.1 調査目的 

 干潟には、地形や潮汐、波浪などの多様な環境条件に適応した多種多様な植物が生育している。 

 干潟の植物では、高潮帯付近に生育するヨシ等の塩性植物群落、潮間帯から潮下帯上部を中心に生育

する海藻草類、砂泥底の表面に着生する微小底生藻類等があげられる。 

 植物調査は、河口干潟や住吉干潟における植物の生育状況を把握し、下部工（橋脚）の整備、または

下部工の存在による植物への影響を監視することを目的として実施した。また、植物調査においては、

吉野川河口の植物の特徴を踏まえ、ヨシやアイアシ等の高茎草本類と、満潮時においても面積が広大な

河口干潟に繁茂する植物に注目して実施した。 
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3.10.2 調査内容 

 植物調査の実施状況を表3.10-1に、植生図の例を図3.10-1～3.10-3に、植生基盤環境調査の位

置図を図3.10-4～3.10-7に示す。 

表 3.10-1 植生調査の実施状況 

年度 概要 

植生調査 植物相調査 植生基盤環境調査 高茎草本類調査

H15 全 23群落 

年 3回 

①9/11,12 

②10/14 

③11/13,14

1 回調査あたり4ルート 

年 3回 

①9/11,12 

②10/14 

③11/13,14

H16 全 24群落 

年 3回 

①5/25～27 

②9/21～23 

③11/10

1 回調査あたり4ルート 

年 3回 

①5/25～27 

②9/21～23 

③11/10

H17 全 26群落 

年 3回 

①5/7～9 

②9/24,25 

③10/22,23

1 回調査あたり4ルート 

年 3回 

①5/7～9 

②9/24,25 

③10/22,23

調査方法の変更 

H18 春季197地点、秋季201地点 

年 2回 

 ①5/29～6/2,5.6 

 ②10/16～19,10/22～24

春季197地点、秋季201地点 

年 2回 

 ①5/29～6/2,5.6 

 ②10/16～19,10/22～24

30地点 

年 1回 

 ①8/24,29

H19 春季198地点、秋季201地点 

年 2回 

 ①5/25～27,5/30～6/2 

 ②10/22～24,10/27～30

春季198地点、秋季201地点 

年 2回 

 ①5/25～27,5/30～6/2 

 ②10/27～30

40地点 

年 1回 

 ①8/21～26

H20 秋季207地点 

年 1回 

 ①9/29～10/3

秋季207地点 

年 1回 

 ①9/29,30

43地点 

年 1回 

 ①8/11,12

H21 春季211地点、秋季211地点 

年 2回 

 ①5/25～29,6/1～6/5 

 ②9/28～10/2,10/5,6,10/22,23

春季211地点、秋季211地点 

年 2回 

 ①5/25～29 

 ②9/28～10/2

41地点 

年 1回 

 ①8/18,19

H22 春季215地点、秋季216地点 

年 2回 

 ①5/24～28,6/2～4 

 ②9/27～29,10/1,10/4～8

春季215地点、秋季216地点 

年 2回 

 ①5/25,27,6/3,7 

 ②9/28,10/1,10/5～7

45地点 

年 1回 

 ①8/17,18,23

H23 秋季194地点 

年 1回 

 ①9/26,27,30,10/3～7

秋季223地点 

年 1回 

 ①10/17～19

28地点 

年 1回 

 ①8/26

※植物調査は、平成 18 年度の調査より調査方法が変更された。変更内容は、植生の群落とそれを形成する基盤環境を把握するため、

植生基盤環境調査が追加され、高茎草本類としてヨシ・アイアシの状態の調査を実施するように変更された。 

※平成 18 年度以降の植物相調査は、定点コドラート間の移動の際に、コドラート内で生育していない植物を確認した場合に、その種

を記録し、コドラート内で確認された植物とあわせて植物種リストを作成した。 
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図 3.10-1 植生図の例（平成15年度 上図：河口干潟、下図：住吉干潟） 
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図 3.10-2 植生図の例（平成18年度春季 上図：河口干潟、下図：住吉干潟） 
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図 3.10-3 植生図の例（平成23年度秋季 上図：河口干潟、下図：住吉干潟） 
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図 3.10-4 植生基盤環境調査の調査位置の例（平成23年度秋季、河口干潟） 

図 3.10-5 植生基盤環境調査の調査位置の例（平成23年度秋季、住吉干潟） 

（注意） 

・本報告書では、平成 18 年度～23 年度にかけて実施した植生基盤環境調査のうち、最後に調査を実

施した平成23年度秋季の調査地点を例として示している。 

・図中の、「  」は調査を実施した地点、「  」は過去に調査を実施しているが、平成23年度の秋季

の時点で植生が消失していた地点をそれぞれ示している。なお、植生の群落の変化に応じて適宜調査

地点を追加している。 
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図 3.10-6 高茎草本類調査の調査位置の例（平成23年度秋季、河口干潟） 

図 3.10-7 高茎草本類調査の調査位置の例（平成23年度秋季、住吉干潟） 

（注意） 

・本報告書では、平成 18 年度～23 年度にかけて実施した高茎草本類調査のうち、最後に調査を実施

した平成23年度秋季の調査地点を例として示している。 

・図中の、「  」は底生生物調査のヨシ原調査を実施した地点、「  」は平成23年度夏季に鳥類調査

の繁殖状況調査でオオヨシキリの営巣地を確認した地点をそれぞれ示している。 
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①植生調査 

植生調査は、対象地全体の植生の把握を行う目的で、調査範囲内に分布する各植物群落において、コ

ドラートを設置するとともに、植物社会学的調査法による植生調査を実施し、植生図の作成を行った。

このとき、コドラートは植物群落毎に10箇所程度設置することを原則とした。なお、コドラートの大

きさは、2m×2ｍを原則とした。 

また、定点コドラート間の移動の際に、コドラート内で生育していない植物を確認した場合、その種

名等を記録し、コドラート内で確認された植物とあわせて植物種リストを作成した。 

写真 3.10-1 植物調査 

②植生基盤環境調査 

 植生基盤環境調査は、植生調査と同時期に実施した。吉野川河口域における干潟・海浜依存種等の指

標種を対象に、それらと生育環境の関係を詳細に把握するためにコドラート位置中央の地点データの取

得と、近傍の砂泥を採取し、粒度組成の分析を行った。 

表 3.10-2 評価時指標種（10種、平成18年6月に選定） 

評価時指標種 

塩性植物：ヨシ、アイアシ、イソヤマテンツキ 

海浜植物：コウボウムギ、コウボウシバ、ケカモノハシ、ハマヒルガオ 

外来種 ：シナダレスズメガヤ 

希少種 ：ウラギク、イセウキヤガラ 

写真 3.10-2 植生基盤環境調査 
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③高茎草本類調査 

高茎草本類調査は、調査地点に対して0.25m×0.25mのサブコドラートを設置し、密度と茎径を計

測した。調査地点は、底生生物調査におけるヨシ原調査と同地点（前述の図2.6-1と図2.6-2を参照）

と、鳥類調査におけるオオヨシキリの繁殖状況調査で確認した営巣地周辺とした。 

各地点において、コドラート位置の地点データの取得と、近傍の砂泥を採取し、粒度組成の分析を行

った。 

3.10.3 調査結果 

（１）出現種数と外来種数の経年変化 

平成15年度から平成23年度までに確認された植物は、42科310種（後述の表3.10-7を参照）、

希少種は7科7種（後述の表2.8-8を参照）であった。 

平成 15 年度からの出現種数の推移をみると、平成 17 年度に 216 種と、H16 年度に比べ 2倍強

増加している。この現象は、平成16年度の台風による増水発生の際に吉野川上流から多様な植物の種

子が河口干潟に漂着し、成育した可能性が考えられる。外来種数の推移も同様であり、出現種類数が増

加した平成17年度に81種と平成16年度に比べて3倍程度に増加した。平成17年度の外来種の増

加は、出現種類数の増加と同様に、平成16年度の増水発生の際に吉野川上流から外来種の種子が移入

した可能性が考えられる。全出現種に対する外来種の比率についても、平成 16 年度を境に 30％程度

から40％弱へ増加し、平成22年度までよく似た傾向が続いていた。しかし、平成23年度は平成16

年度とよく似た数値を示した。これは、本年度来襲した台風による増水が要因のひとつとして考えられ、

今後も平成17年度と同様の変化が生じることが想定される。 

表 3.10-3 出現種数と外来種数の経年変化 

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

出現種数（種） 77 90 216 130 181 126 160 162 97

外来種数（種） 24 28 81 50 72 49 66 65 33

比率（％） 31.2 31.1 37.5 38.5 39.8 38.9 41.3 40.1 34.0 

図 3.10-8 出現種数と外来種数及びそれらの比率の経年変化（平成15年度～23年度） 
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（２）指標種と基盤環境の関係 

以下に、調査対象区域における植生分布と基盤環境の関係に関して、指標種の分布と基盤環境調査の

計測結果を示す。 

前述の表3.10-2に示した10種の指標種に加え、シナダレスズメガヤと並ぶ海浜植生の生育に影響

を及ぼす外来種であるセイタカアワダチソウ、ナルトサワギク、ヒメムカシヨモギ、ケナシヒメムカシ

ヨモギを加えた14種類の植物を抽出した。これらの14種は、以下に示す3パタ－ンに区別される。 

a)対象区域における塩生湿地植物群落の代表的な在来種 

   ○ヨシ、○アイアシ、○ウラギク、○イソヤマテンツキ、○イセウキヤガラ 

b)対象区域における砂丘植物群落の代表的な在来種 

○コウボウムギ、○コウボウシバ、○ケカモノハシ、○ハマヒルガオ 

c)対象区域の外来種のうち、外来生物法の特定外来生物および要注意外来生物のうちの代表5種 

   ○シナダレスズメガヤ、セイタカアワダチソウ、ナルトサワギク、ヒメムカシヨモギ、 

ケナシヒメムカシヨモギ                        

注意）○は指標種を示している。 

上記 14種が出現したコドラートで、出現状況（被度・群度）に関わらず生育地とみなし、基盤環境

（標高、含泥率）との関係を調べた。ただし、イセウキヤガラについては、平成18年度以降でコドラ

ート外の1地点の確認であるため標高しか計測しておらず、データ数も乏しいことから比較を行ってい

ない。なお、ヒメムカシヨモギとケナシヒメムカシヨモギについては、同属であり、よく似た環境に生

育するためまとめて示す。 
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①指標種と分布標高の経年変化 

   指標種と分布標高（コドラート中央の計測値）の関係は、ナルトサワギクとケナシヒメムカシヨ

モギ、ヒメムカシヨモギの分布標高に変化が認められる。 

  ナルトサワギクとケナシヒメムカシヨモギ、ヒメムカシヨモギが確認できるコドラートが激減し

ており、本年度来襲した台風による増水の影響と考えられる。増水の影響は、高位置のコドラート

までにはおよばず、結果、分布標高が比較的高くなったと考えられる。 

図 3.10-9 指標種が分布する標高（H18年度～23年度） 

図 3.10-10 ナルトサワギクとヒメムカシヨモギもしくはケナシヒメムカシヨモギ 
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②指標種と含泥率の経年変化 

指標種と含泥率（コドラート近傍の分析値)の関係は、ウラギクを除いて、経年的に同様の傾向が

認められる。特に、平成23年度にウラギクが確認されたコドラート数は1個と少なく、含泥率の

低い箇所で確認されている。 

図 3.10-11 指標種が分布する含泥率（H18年度～23年度） 
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（３）植生面積の経年変化  

 平成 15年度から平成23年度に実施した植生調査の結果から、植生面積の経年変化を以下に示す。 

植生面積は、平成17年度から平成22年度まで河口干潟において増加しているものの、平成23年

度に顕著に減少した。これは、来襲した台風による増水が大きな要因であると考えられる。一方で、住

吉干潟の右岸と中洲については、増減は比較的少ない。 

表 3.10-4 植生面積の経年変化（平成15年度～23年度、単位はm2） 

H15秋 H16春 H16秋 H17春 H17秋 H18春 H18秋 H19春 

河口干潟 89,878 91,636 88,964 88,973 84,171 97,405 101,259 107,149

住吉干潟(右岸) 33,799 33,769 33,316 33,632 32,757 33,205 32,718 31,461

住吉干潟(中洲) 16,979 16,667 18,938 18,740 17,853 19,241 18,709 17,600

合計 140,656 142,072 141,219 141,345 134,781 149,850 152,686 156,210

H19秋 H20秋 H21春 H21秋 H22春 H22秋 H23秋 

河口干潟 112,817 132,086 140,479 142,025 155,910 157,478 104,629

住吉干潟(右岸) 28,428 30,989 31,115 31,095 30,851 30,901 28,821

住吉干潟(中洲) 18,140 17,759 17,745 17,615 17,426 17,422 17,151

合計 159,385 180,834 189,340 190,735 204,187 205,801 150,600

図 3.10-12 植生面積の経年変化（平成15年度～23年度） 
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（４）ヨシ群落の経年変化 

調査対象区域のヨシ群落は、その一部が環境省の特定植物群落に指定されるなど、地域の生態系、景

観および物質循環にとって重要な要素を担っていると考えられる。以下に、平成 15～23 年度にかけ

て実施された植物調査結果から、ヨシ群落の経年変化を整理した。 

  ①分布状況 

ヨシ群落の分布状況については、河口干潟、住吉干潟ともに、平成 15～23 年度にかけて基本

的な分布パターンに大きな変化は認められない。 

②面積の推移 

平成 15～23年度の各年度におけるヨシ群落の面積を、表3.10-5と図 3.10-12に示した。 

ヨシ群落面積の推移を地域別にみると、河口干潟は増減があるものの、平成15年秋季からの経

年変化はほぼ横這いである。 

住吉干潟（中洲）は、小幅な増減があるものの、平成15年秋季に比べここ数年は若干増加して

いる。 

住吉干潟(右岸側)は、平成 17 年から 19 年にかけて減少傾向が認められる。平成 20 年度に若

干回復したものの、平成15年秋季に比べここ数年は若干減少している。 

  表 3.10-5 年度別にみたヨシ群落の面積（平成15年度～23年度、単位はm2） 

調査年 
ヨシ 

河口干潟 住吉干潟(右岸側) 住吉干潟(中州) 総計 

H15秋 46,179 32,114 10,394 88,687 

H16春 43,611 32,453 10,073 86,138 

H16秋 48,166 31,779 12,421 92,366 

H17春 47,183 32,078 12,595 91,856 

H17秋 44,878 31,658 13,124 89,660 

H18春 49,124 31,228 13,851 94,203 

H18秋 49,301 30,844 13,359 93,505 

H19春 49,430 29,787 12,950 92,166 

H19秋 48,024 26,508 13,327 87,859 

H20秋 45,217 28,879 13,196 87,292 

H21春 46,290 28,814 12,280 87,384 

H21秋 45,279 28,671 12,039 85,990 

H22春 45,564 28,261 11,912 85,737 

H22秋 45,383 28,447 11,911 85,741 

H23秋 45,407 26,906 11,780 84,093 

図 3.10-13 ヨシ群落の面積の経年変化（平成15年度～23年度） 
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③ヨシの矮性化現象 

平成 19年度調査において、調査対象区域内のヨシ群落に矮性化現象が顕著にみられた。この現

象は、河口干潟と住吉干潟の両干潟のほぼ全域のヨシ群落で認められた。 

○ヨシと基盤環境（地盤高と含泥率） 

高茎草本群落調査地点の地盤高と含泥率の経年変化を図3.10-14、図3.10-15に示した。 

地盤高は、矮性化が認められた平成19年度から平成20年度にかけてほぼ全地点で上昇傾向

が認められたが、平成21年度以降は下降傾向である。 

含泥率の経年変化には、地盤高の経年変化に認められるほど統一性は認められない。 

図 3.10-14 高茎草本類群落調査地点の地盤高の経年変化（平成18年度～23年度） 

図 3.10-15 高茎草本類群落調査地点の含泥率の経年変化（平成18年度～23年度） 

図 3.10-16 底生生物調査のヨシ原調査地点 
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○ヨシの茎数、茎高、茎径 

平成 18年度から平成23年度のヨシの茎数、茎高、茎径について比較する。 

茎数（密度）は平成 19年度に平成 18年度の約 50％を示し、密度が顕著に低下している事

が確認された。平成 20 年度から 21 年度についても、多くの地点で減少傾向であった。平成

22 年度は、平成 19 年度の数値を若干上回る程度ではあるが、多くの地点で回復傾向が認めら

れる。今年度は再び減少傾向である。 

茎径は、矮性化が顕著であった平成19年度において、減少傾向は僅かなものであった。しか

しながら、平成20年度から今年度にかけて減少傾向が継続しており、多くの地点で調査開始以

来の最低値を記録した。 

茎高は、平成19年度は平成 18年度の約 60％であったが、平成20年度は多くの地点で回

復傾向が認められた。しかしながら、平成 21 年度は多くの地点で矮性化が顕著であった平成

19 年度前年度の数値を下回った。平成 22年度は、平成 18 年度の数値には及ばないものの多

くの地点で回復傾向が認められる。今年度は再び減少傾向である。 

平成 19年度に認められた矮性化現象は継続しており、平成23年度の調査時点において、回

復傾向は認められない。 

要因の抽出はできていないが、当地が河口部であることから、塩分は生育阻害要因(塩分の増加

とともに成長阻害の程度が増大するといわれる。20～26‰ではかなり阻害、26‰以上では成

長不能をきたすとされる)の一つとして挙げることができる。その他、平成16年度の出水時に沖

合に形成された河口テラスから平時の波浪や潮流によって土砂が侵入している状況であり、河口

干潟の東部の面積が拡大している状況にある。すなわち、ヨシ原内に砂が堆積しやすい環境が形

成されていることも要因の一つとして挙げることができる。 

表 3.10-6 高茎草本群落調査地点のヨシ等の生育状況（H18年度～23年度） 

項目 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

地盤高 

（D.L.m） 

最小 1.388 1.244 1.355 1.104 1.126 1.114

最大 2.373 2.521 2.545 2.420 2.527 2.427

平均 1.636 1.614 1.659 1.529 1.564 1.552

茎数 

（本） 

最小 6.5 6.0 4.5 2.0 1.5 2.5

最大 30.0 14.0 11.5 13.0 17.0 14.5

平均 18.2 9.7 7.8 6.3 9.4 7.5

茎径 

（mm） 

最小 3.3 3.1 3.4 1.9 2.0 2.3

最大 6.0 4.8 6.2 6.3 5.5 3.8

平均 4.1 3.8 4.7 4.0 3.3 2.7

茎高 

（m） 

最小 0.95 0.54 0.53 0.18 0.63 0.59

最大 1.98 1.11 1.85 1.57 2.39 1.50

平均 1.36 0.77 1.02 0.73 1.16 1.03
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図 3.10-17 ヨシの茎数の経年変化（平成18年度～23年度） 

図 3.10-18 ヨシの茎径の経年変化（平成18年度～23年度） 

図 3.10-19 ヨシの茎高の経年変化（平成18年度～23年度） 

（補足として再掲 図 3.10-16 底生生物調査のヨシ原調査地点）
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3.10.4 調査結果を踏まえた事業の影響の考察 

 工事着手前の平成15年度から、下部工が完成した平成19年 5月以降の平成23年度まで継続的に

調査をした結果、各年度の確認種数は減少傾向が見られず、工事中の植生面積については増加していた。

ものの、平成23年度の台風15号に伴う出水によって減少したことが確認された。また、ヨシ群落の

面積は矮性化が認められるものの、概ね横ばい傾向を維持していることが確認された。これらより、植

物に対して工事の実施や阿波しらさぎ大橋（下部工）の存在による直接的な影響は生じていないと考え

られる結果を得た。 

植物に関しては、出水の有無によって種数や面積が変化しており、例として、平成16年度に度重な

る出水によって上流から多種多様な種子が干潟に漂着することでそれらが繁茂し、平成17年度の種数

が増加したこと、平成20年度と平成21年度に出水が少なかったことから植生面積が拡大したことが

顕著に確認された。 

ヨシ群落の矮性化の原因について、明確に要因の抽出はできていないが、当地が河口部であることか

ら、塩分による生育阻害（平成 20 年度以降の出水が無かったことによる干潟の塩分の上昇の可能性）

や、近年の干潟面積の拡大に伴ってヨシ原内に砂が堆積しやすい環境が形成されていることが要因の一

つとして考えられる。 

 その他、阿波しらさぎ大橋（上部工）の存在による影響が考えられるが、橋梁の直下や橋脚周辺部の

干潟に植生はなく、日照阻害の影響はないと考えられる。 

以上を踏まえ、工事の実施と橋梁（下部工）の存在は、 

吉野川河口の干潟に生育する植物に悪影響を与えていないと考えられる。
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【植物調査】 

確認種一覧･希少種一覧 
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表 3.10-7 植物調査 確認種一覧① 

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

1 ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ Equisetum arvense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ｲﾇﾄﾞｸｻ Equisetum ramosissimum ○ ○
3 ﾏﾂ ｱｶﾏﾂ Pinus densiflora ○ ○ ○ ○
4 ｸﾛﾏﾂ Pinus thunbergii ○ ○ ○ ○ ○
5 被子植物 ｱｹﾋﾞ ｱｹﾋﾞ Akebia quinata ○
6 双子葉植物 ｸﾙﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ Juglans ailanthifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 離弁花類 ﾆｶﾞｷ ﾆｶﾞｷ Picrasma quassioides ○
8 ﾔﾅｷﾞ ﾖｼﾉﾔﾅｷﾞ Salix yoshinoi ○
9 ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ Salix chaenomeloides ○
10 ﾆﾚ ｴﾉｷ Celtis sinensis var.japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ﾑｸﾉｷ Aphananthe aspera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ｱｷﾆﾚ Ulmus parvifolia ○ ○ ○ ○ ○
13 ｸﾜ ｶﾅﾑｸﾞﾗ Humulus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ﾀﾃﾞ ｽｲﾊﾞ Rumex acetosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ Rumex conglomeratus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ Rumex crispus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 ｺｷﾞｼｷﾞｼ Rumex nipponicus ○ ○ ○ ○ ①VU②NT
19 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ Rumex obtusifolius 要(2) ○
20 ｲｼﾐｶﾜ Persicaria perfoliata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 ﾏﾏｺﾉｼﾘﾇｸﾞｲ Persicaria senticosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ﾐﾁﾔﾅｷﾞ Polygonum aviculare ○ ○ ○
23 ｱｷﾉﾐﾁﾔﾅｷﾞ Polygonum polyneuron ○ ○
24 ﾐｿﾞｿﾊﾞ Persicaria thunbergii ○ ○
25 ｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria longiseta ○ ○ ○
26 ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ Persicaria hydropiper ○ ○ ○
27 ﾎﾞﾝﾄｸﾀﾃﾞ Persicaria pubescens ○
28 ｻﾅｴﾀﾃﾞ Persicaria scabra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria lapathifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca americana ○
31 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ Mirabilis jalapa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 ﾊﾏﾐｽﾞﾅ ﾂﾙﾅ Tetragonia tetragonoides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
33 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ Portulaca oleracea ○ ○ ○ ○
34 ﾋﾒﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ Portulaca pilosa ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 ﾅﾃﾞｼｺ ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ Arenaria serpyllifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium glomeratum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 ﾊﾏﾅﾃﾞｼｺ Dianthus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ Dianthus superbus var.longicalycinus ○
39 ﾌｼﾞﾅﾃﾞｼｺ Dianthus japonicus ○
40 ﾂﾒｸｻ Sagina japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 ﾊﾏﾂﾒｸｻ Sagina maxima ○ ○
42 ﾑｼﾄﾘﾅﾃﾞｼｺ Silene armeria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
43 ﾏﾝﾃﾏ Silene gallica var.quinquevulnera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
44 ｼﾛﾊﾞﾅﾏﾝﾃﾏ Silene gallica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 ｳｼｵﾊﾅﾂﾒｸｻ Spergularia bocconii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
46 ｳｽﾍﾞﾆﾂﾒｸｻ Spergularia rubra ○
47 ﾉﾐﾉﾌｽﾏ Stellaria alsine var.undulata ○ ○ ○ ○ ○
48 ｳｼﾊｺﾍﾞ Stellaria aquatica ○ ○ ○ ○ ○ ○
49 ｺﾊｺﾍﾞ Stellaria media ○ ○ ○ ○ ○
50 ｱｶｻﾞ ﾎｿﾊﾞﾉﾊﾏｱｶｻﾞ Atriplex gmelinii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
51 ｼﾛｻﾞ Chenopodium album ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 ｱｶｻﾞ Chenopodium album var.centrorubrum ○
53 ｺｱｶｻﾞ Chenopodium ficifolium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 ｱﾘﾀｿｳ Chenopodium ambrosioides ○ ○ ○
55 ｹｱﾘﾀｿｳ Chenopodium ambrosioides var.pubescens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
56 ｵｶﾋｼﾞｷ Salsola komarovii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
57 ﾋﾕ ｱｵﾋﾞﾕ Amaranthus viridis ○ ○
58 ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var.tomentosa ○
59 ﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ Alternanthera sessilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
60 ﾊﾘﾋﾞﾕ Amaranthus spinosus 要(2) ○
- ｻﾎﾞﾃﾝ Opuntia属の一種 Opuntia sp. ○ ○ ○ ○
- ｻﾎﾞﾃﾝ科の一種 Cactaceae gen sp. ○
61 ｸｽﾉｷ ｸｽﾉｷ Cinnamomum camphora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
62 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝﾆﾝｿｳ Clematis terniflora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
63 ﾀｶﾞﾗｼ Ranunculus sceleratus ○ ○ ○ ○ ○ ○
64 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ○ ○ ○ ○ ○
65 ｱﾌﾞﾗﾅ ｾｲﾖｳｶﾗｼﾅ Brassica juncea ○ ○ ○ ○ ○ ○
66 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine flexuosa ○ ○ ○ ○ ○
67 ﾀﾁﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine flexuosa ○
68 ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ Lepidium virginicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ Nasturtium officinale ○ ○ ○
70 ｺｲﾇｶﾞﾗｼ Rorippa cantoniensis ○ ○ ①NT②NT
71 ｲﾇｶﾞﾗｼ Rorippa indica ○ ○
72 ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ Rorippa islandica ○ ○ ○
73 ﾅｽﾞﾅ Capsella bursa-pastoris ○ ○ ○ ○
74 ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ Raphanus sativus var.raphanistroides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
75 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾀｲﾄｺﾞﾒ Sedum acre ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
76 ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum bulbiferum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
77 ｵｶﾀｲﾄｺﾞﾒ Sedum uniflorum ssp.oryzifolium var.pumilum ○ ○ ○
- Sedum sp. Sedum sp. ○ ○
78 ﾄﾍﾞﾗ ﾄﾍﾞﾗ Pittosporum tobira ○
79 ﾊﾞﾗ ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ Rhaphiolepis umbellata ○
80 ﾓﾓ Prunus persica ○
81 ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
82 ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia japonica ○
83 ﾏﾒ ｸｻﾈﾑ Aeschynomene indica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
84 ﾔﾊｽﾞｿｳ Kummerowia striata ○ ○ ○ ○
85 ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ Lathyrus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
86 ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ Trifolium dubium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
87 ｼﾛﾂﾒｸｻ Trifolium repens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
88 ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ Trifolium pratense ○ ○ ○
89 ﾓﾓｲﾛｼﾛﾂﾒｸｻ Trifolium repens f.roseum ○ ○
90 ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ Vicia angustifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
91 ﾅﾖｸｻﾌｼﾞ Vicia dasycarpa var.glabrescens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
92 ｶｽﾏｸﾞｻ Vicia tetrasperma ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
93 ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ Vicia hirsuta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
94 ｲﾀﾁﾊｷﾞ Amorpha fruticosa 要(4),W100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
95 ｳﾏｺﾞﾔｼ Medicago polymorpha ○ ○ ○ ○ ○
96 ｹﾞﾝｹﾞ Astragalus sinicus ○ ○
97 ﾂﾙﾏﾒ Glycine max ssp.soja ○ ○ ○
98 ﾔﾊｽﾞｿｳ Kummerowia striata ○
99 ﾔﾌﾞﾏﾒ Amphicarpaea bracteata ssp.edgeworthii ○
100 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza cuneata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
101 ｶﾀﾊﾞﾐ ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ○ ○
102 ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis stricta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
103 ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corymbosa 要(2) ○ ○
104 ﾌｳﾛｿｳ ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ Geranium carolinianum ○ ○
105 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ Acalypha australis ○ ○ ○
106 ｵｵﾆｼｷｿｳ Euphorbia maculata ○ ○ ○ ○
107 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ Sapium sebiferum ○ ○ ○ ○ ○ ○
108 ｾﾝﾀﾞﾝ ｾﾝﾀﾞﾝ Melia azedarach ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
109 ｳﾙｼ ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica var. roxburgii ○ ○
110 ﾊｾﾞﾉｷ Rhus succedanea ○ ○ ○ ○
111 ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ Celastrus orbiculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
112 ﾌﾞﾄﾞｳ ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ Cayratia japonica ○ ○ ○
113 ｱｵｲ ﾊﾏﾎﾞｳ Hibiscus hamabo ○ ○ ○ ○ ○ ②NT
114 ｸﾞﾐ ｱｷｸﾞﾐ Elaeagnus umbellata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
115 ｳﾘ ｱﾚﾁｳﾘ Sicyos angulatus 特,W100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
116 ｽｲｶ Citrullus vulgaris (園芸逸出) ○ ○ ○
117 ｽｽﾞﾒｳﾘ Melothria japonica ○
118 ｱｶﾊﾞﾅ ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera biennis 要(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
119 ｵｵﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera erythrosepala ○ ○
120 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera laciniata 要(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- ﾏﾂﾖｲｸﾞｻ属の一種 Oenothera sp.
121 ｾﾘ ﾊﾏｳﾄﾞ Angelica japonica ○ ○ ○
122 ﾊﾏﾎﾞｳﾌｳ Glehnia littoralis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
123 ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis scabra ○ ○ ○ ○ ○ ○
- ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ属の一種 Torilis  sp. ○
124 ﾉﾁﾄﾞﾒ Hydrocotyle maritima ○
125 ﾏﾂﾊﾞｾﾞﾘ Apium leptophyllum ○ ○ ○
126 被子植物 ｻｸﾗｿｳ ｺﾅｽﾋﾞ Lysimachia japonica f.subsessilis ○ ○
127 双子葉植物 ｶﾞｶﾞｲﾓ ｶﾞｶﾞｲﾓ Metaplexis japonica　 ○ ○ ○ ○
128 合弁花類 ｱｶﾈ ｵｵﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ Diodia teres 要(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
129 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
130 ﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium spurium var.echinospermon ○ ○ ○
131 ﾋﾙｶﾞｵ ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ Calystegia soldanella ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
132 ｺﾋﾙｶﾞｵ Calystegia hederacea ○
133 ﾊﾏﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Cuscuta chinensis Lamk ○ ①VU②EN
134 ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Cuscuta pentagona 要(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
135 ｱｻｶﾞｵ Ipomoea nil ○ ○ ○ ○ ○
136 ﾏﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ Ipomoea hederacea var.integriuscula ○ ○ ○ ○
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表 3.10-7 植物調査 確認種一覧② 

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

137 ﾑﾗｻｷ ｷｭｳﾘｸﾞｻ Trigonotis peduncularis ○ ○ ○

138 ﾊﾅｲﾊﾞﾅ Bothriospermum tenellum ○
139 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾊﾏｺﾞｳ Vitex rotundifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
140 ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ Verbena brasiliensis ○ ○
141 ｼｿ ｼｿ Perilla frutescens ○
142 ﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium gracile ○ ○
143 ﾎﾄｹﾉｻﾞ Lamium amplexicaule ○ ○
144 ﾅｽ ｸｺ Lycium chinense ○ ○ ○ ○ ○
145 ｵｵｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrescens ○ ○ ○
146 ｱﾒﾘｶｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum americanum ○ ○ ○ ○ ○ ○
147 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrum ○ ○ ○ ○ ○
- ﾅｽ属の一種 Solanum　sp. ○ ○
148 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ﾏﾂﾊﾞｳﾝﾗﾝ Linaria canadensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
149 ﾄｷﾜﾊｾﾞ Mazus pumilus ○ ○ ○ ○ ○
150 ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ Mazus miquelii ○
151 ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica arvensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
152 ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica persica ○ ○ ○ ○ ○
153 ｶﾜﾁﾞｼｬ Veronica undulata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ①NT②NT
154 ﾑｼｸｻ Veronica peregrina ○ ○ ○
155 ﾋｻｳﾁｿｳ Bellardia trixago ○ ○ ○ ○ ○ ○
156 ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾓｳｽﾞｲｶ Verbascum thapsus ○ ○
157 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ Justicia procumbens ○ ○ ○
158 ｵｵﾊﾞｺ ｵｵﾊﾞｺ Plantago asiatica ○ ○
159 ﾀﾁｵｵﾊﾞｺ Plantago virginica ○ ○
160 ｷｷｮｳ ｷｷｮｳｿｳ Specularia perfoliata ○ ○ ○ ○ ○
161 ﾋﾅｷｷｮｳｿｳ Specularia biflora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
162 ﾋﾅｷﾞｷｮｳ Wahlenbergia marginata ○ ○ ○ ○
163 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ Justicia procumbens ○ ○
164 ｷｸ ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ Artemisia capillaris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
165 ﾋﾒﾖﾓｷﾞ Artemisia feddei ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
166 ｵﾄｺﾖﾓｷﾞ Artemisia japonica ○
167 ﾖﾓｷﾞ Artemisia indica var.maximowiczii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- ﾖﾓｷﾞ属の一種 Artemisia sp. ○
168 ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ Aster subulatus var.ligulatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
169 ﾎｳｷｷﾞｸ Aster subulatus var.sandwicensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
170 ｳﾗｷﾞｸ Aster tripolium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ①NT②NT
171 ﾉｺﾝｷﾞｸ Aster ageratoides ssp.ovatus ○
172 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens frondosa 要(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
173 ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens pilosa 要(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
174 ｺﾊﾞﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens bipinnata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- ｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ属の一種 Bidens sp. ○
175 ｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza bonariensis ○ ○
176 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis 要(2),W100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
177 ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ Coreopsis lanceolata 特,W100 ○ ○
178 ﾊﾙｼｬｷﾞｸ Coreopsis tinctoria ○ ○ ○
179 ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta alba ○ ○ ○ ○ ○ ○
180 ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta prostrata ○ ○
181 ｺｽﾓｽ Cosmos bipinnatus ○
182 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis 要(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
183 ｹﾅｼﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron pusillus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
184 ｶﾞｻﾞﾆｱ Gazania rigens ○
185 ﾊﾊｺｸﾞｻ Gnaphalium affine ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
186 ﾀﾁﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium calviceps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
187 ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ Gnaphalium pensylvanicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
188 ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium spicatum ○
189 ｷｸｲﾓ Helianthus tuberosus ○ ○
190 ｷﾂﾈｱｻﾞﾐ Hemistepta lyrata ○ ○
191 ﾌﾞﾀﾅ Hypochoeris radicuta 要(2) ○
192 ｵｵﾁﾞｼﾊﾞﾘ Ixeris debilis ○ ○ ○ ○ ○ ○
- ﾆｶﾞﾅの一種 Ixeris　sp. ○
193 ﾖﾒﾅ Kalimeris yomena ○ ○ ○ ○
194 ｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
195 ﾎｿﾊﾞｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica f.indivisa ○ ○ ○ ○
196 ｶﾐﾂﾚ Matricaria chamomilla ○ ○
197 ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞｸ Senecio madagascariensis 特 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
198 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima 要(1),W100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
199 ﾉｹﾞｼ Sonchus oleraceus ○ ○ ○ ○ ○ ○
200 ｵﾆﾉｹﾞｼ Sonchus asper ○ ○ ○ ○ ○
201 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus 要(2),W100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
202 ﾍﾗﾊﾞﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis strigosus ○
203 ｶﾝｻｲﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum japonicum ○ ○ ○ ○ ○
204 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum officinale ○ ○
- Taraxacum属の一種 Taraxacum sp. ○
205 ｵｵｵﾅﾓﾐ Xanthium occidentale 要(2),W100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
206 ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Youngia japonica ○ ○ ○ ○ ○
207 被子植物 ﾕﾘ ﾉﾋﾞﾙ Allium grayi ○ ○ ○ ○
208 単子葉植物 ﾀｶｻｺﾞﾕﾘ Lilium formosanum ○ ○
209 ﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳ Hemerocallis fulva var.kwanso ○ ○ ○ ○
210 ｵﾆﾕﾘ Lilium lancifolium ○
211 ﾃｯﾎﾟｳﾕﾘ Lilium longiflorum (園芸逸出) ○ ○ ○ ○ ○ ○
212 ｱﾂﾊﾞｷﾐｶﾞﾖﾗﾝ Yucca gloriosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
213 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾊﾏｵﾓﾄ Crinum asiaticum var. japonicum ○ ○ ○ ○ ○
- ﾊﾏｵﾓﾄ属の一種 Crinum sp. ○ ○ ○
214 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ Lycoris radiata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
215 ﾀﾏｽﾀﾞﾚ Zephyranthes candida ○ ○ ○
216 ﾔﾏﾉｲﾓ ﾆｶﾞｶｼｭｳ Dioscorea bulbifera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
217 ｵﾆﾄﾞｺﾛ Dioscorea tokoro ○ ○
218 ﾔﾏﾉｲﾓ Dioscorea japonica ○
219 ｱﾔﾒ ｵｵﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ Sisyrinchium sp. ○ ○
220 ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ Sisyrinchium atlanticum ○ ○ ○ ○ ○ ○
221 ﾋﾒﾋｵｳｷﾞｽﾞｲｾﾝ Tritonia crocosmaeflora ○ ○
222 ｲｸﾞｻ ｸｻｲ Juncus tenuis ○ ○
223 ﾋﾒｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus bufonius ○ ○
224 ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ Luzula capitata ○ ○ ○
225 ﾐｽﾞｱｵｲ ﾎﾃｲｱｵｲ Eichhornia crassipes 要(1) ○
226 ﾂﾕｸｻ ﾂﾕｸｻ Commelina communis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
227 ｲﾈ ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron racemiferum ○ ○ ○ ○ ○
228 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron tsukushiense var.transiens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
229 ｺﾇｶｸﾞｻ Agrostis alba ○
230 ﾇｶﾎﾞ Agrostis clavata ssp.matsumurae ○
231 ﾇｶｽｽｷ Aira caryophyllea ○ ○
232 ﾊﾅﾇｶｽｽｷ Aira elegans ○ ○ ○ ○ ○ ○
233 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ Alopecurus aequalis ○ ○
234 ｾﾄｶﾞﾔ Alopecurus japonicus ○
235 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus 要(2) ○ ○ ○ ○ ○
236 ﾊﾙｶﾞﾔ Anthoxanthum odoratum ○ ○
237 ﾄﾀﾞｼﾊﾞ Arundinella hirta ○ ○
238 ｳｽｹﾞﾄﾀﾞｼﾊﾞ Arundinella hirta var.ciliata ○
239 ｶﾗｽﾑｷﾞ Avena fatua ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
240 ﾐﾉｺﾞﾒ Beckmannia syzigachne ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
241 ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ Briza minor ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
242 ｲﾈ ｲﾇﾑｷﾞ Bromus catharticus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
243 ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ Bromus japonicus ○ ○ ○ ○
244 ﾔﾏｱﾜ Calamagrostis epigeios ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
245 ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ Cynodon dactylon ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
246 ｶﾓｶﾞﾔ Dactylis glomerata 要(4),W100 ○
247 ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
248 ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria violascens ○ ○ ○
249 ﾊﾏｶﾞﾔ Diplachne fusca ○ ○
250 ｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli ○ ○ ○ ○ ○ ○
251 ｹｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli var. caudata Kitagawa ○ ○
252 ｵﾋｼﾊﾞ Eleusine indica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
253 ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis curvula 要(4),W100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
254 ｶｾﾞｸｻ Eragrostis ferruginea ○
255 ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca arundinacea 要(4),W100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
256 ｵｵｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca arundinacea ○ ○ ○
257 ｹﾅｼﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica ○
258 ﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica var.koenigii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
259 ｹｶﾓﾉﾊｼ Ischaemum anthephoroides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
260 ｱｾﾞｶﾞﾔ Leptochloa chinensis ○
261 ﾈｽﾞﾐﾎｿﾑｷﾞ Lolium x hybridum 要(4') ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
262 ｵｷﾞ Miscanthus sacchariflorus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
263 ｽｽｷ Miscanthus sinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
264 ｵｵｸｻｷﾋﾞ Panicum dichotomiflorum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
265 ﾇｶｷﾋﾞ Panicum bisulcatum ○
266 ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum dilatatum ○ ○ ○ ○
267 ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum distichum ○ ○
268 ｱﾒﾘｶｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum notatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
269 ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum urvillei ○ ○ ○ ○
270 ﾁｶﾗｼﾊﾞ Pennisetum alopecuroides f.purpurascens ○
271 ｱｲｱｼ Phacelurus latifolius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

科名 和名 学名 外来種
河口干潟

分類群
住吉干潟 住吉干潟（中洲） 住吉干潟（右岸側）

備考



3
-
2
6
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表 3.10-7 植物調査 確認種一覧③ 

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

272 ｸｻﾖｼ Phalaris arundinacea ○ ○ ○ ○ ○ ○

273 ﾖｼ Phragmites australis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
274 ﾂﾙﾖｼ Phragmites japonica ○ ○ ○ ○
275 ｾｲﾀｶﾖｼ Phragmites karka ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
276 ﾒﾀﾞｹ Pleioblastus simonii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
277 ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa acroleuca ○ ○ ○
278 ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa annua ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
279 ﾂｸｼｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa crassinervis ○ ○
280 ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa sphondylodes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
281 ﾀﾏｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa trivialis ssp.sylvicola ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
282 ﾋｴｶﾞｴﾘ Polypogon fugax ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
283 ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ○ ○ ○
284 ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria pallide-fusca ○ ○ ○ ○
285 ｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria pumilla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
286 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis ○
287 ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ Sorghum halepense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
288 ﾈｽﾞﾐﾉｵ Sporobolus fertilis ○ ○ ○ ○
289 ｶﾆﾂﾘｸﾞｻ Trisetum bifidum ○ ○
290 ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ Vulpia myuros ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
291 ｼﾊﾞ Z. japonica Steud ○
- ｲﾈ科の一種 Gramineae
292 ｻﾄｲﾓ ｻﾄｲﾓ Colocasia esculenta 逸出 ○
293 ﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻ Pistia stratiotes 特 ○
294 ｳｷｸｻ ｱｵｳｷｸｻ Lamna paucicostata ○
295 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾊﾀｶﾞﾔ Bulbostylis barbata ○ ○
296 ｱｵｽｹﾞ Carex breviculmis ○
297 ﾊﾏｱｵｽｹﾞ Carex fibrillosa ○ ○
298 ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞ Carex kobomugi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
299 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ Carex pumila ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
300 ｼｵｸｸﾞ Carex scabrifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- ｽｹﾞ属の一種 Carex sp.
301 ｱｲﾀﾞｸｸﾞ Cyperus brevifolius ○
302 ﾋﾒｸｸﾞ Cyperus brevifolius var.leiolepis ○ ○
303 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus globosus ○
304 ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus iria ○ ○ ○ ○ ○
305 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Cyperus microiria ○
306 ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus polystachyos ○ ○ ○ ○ ○ ○
307 ﾊﾏｽｹﾞ Cyperus rotundus ○ ○
308 ﾃﾝﾂｷ Fimbristylis dichotoma ○
309 ｲｿﾔﾏﾃﾝﾂｷ Fimbristylis ferruginea  var.sieboldii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
310 ｲｾｳｷﾔｶﾞﾗ Scirpus issensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ②VU

83 72 71 162 103 146 106 140 146 88 19 31 103 55 64 10 40 41 8 119 39 88 74 80 85 46 －

注1：希少種の選定基準は、以下の通りである。
　①環境省：「環境省版第4次レッドリスト(植物I(維管束植物))」環境省（2012年8月）
　　　絶滅危惧Ⅱ類(VU)：絶滅の危機が増大している種。
　　　準絶滅危惧種(NT)：存続基盤が脆弱な種。
　②徳島県：「徳島県版レッドリスト(改訂版)昆虫類＋その他の無脊椎動物」徳島県(2014年)
　　　絶滅危惧ⅠB類（EN）：IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。
　　　絶滅危惧Ⅱ類(VU)：絶滅の危機が増大している種。
　　　準絶滅危惧種(NT)：存続基盤が脆弱な種。
注2：外来種選定にあたって参考とした資料

a)『雑草の自然史－たくましさの生態学－』付表「日本への帰化植物一覧表」（山口裕文．北海道大学図書刊行会．1997）
b)『原色日本帰化植物図鑑』（長田武正.保育社．1986）
c)『日本帰化植物写真図鑑－Plant invader600種－』（清水矩宏・森田弘彦・廣田伸七．全国農村教育協会．2001）
d)『－報道資料－  我が国の移入種（外来種）リスト（2002年５月版）』（環境省.2002）
e)『外来種ハンドブック』（日本生態学会．地人書館．2002）
f)『日本の帰化植物』（清水建美．平凡社．2003）
g)『河川における外来種対策に向けて（案）』（外来種影響・対策研究会．財団法人リバーフロント整備センター．2001）
h)「外来生物法」（環境省　自然環境局　野生生物課,2005）における特定外来生物、要注意外来生物
i)『検索入門針葉樹』（中川重年．保育社．1993）,
j)『山渓ハンディ図鑑３  樹に咲く花  離弁花①』（茂木透・石井英美・崎尾均・吉山寛ほか．山と渓谷社．2000）,
k)『山渓ハンディ図鑑４  樹に咲く花  離弁花②』（茂木透・城川四郎・高橋秀男・中川重年ほか．山と渓谷社．2000）,
l)『山渓ハンディ図鑑５  樹に咲く花  合弁花・単子葉・裸子植物』（茂木透・太田和夫・勝山輝男・高橋秀男ほか．山と渓谷社．2001）,

注3：「外来種」欄の記述内容について
特：特定外来生物(外来種選定参考資料「h」より)
要：要注意外来生物(外来種選定参考資料「h」より)
(1)被害に係る一定の知見はあり、引き続き指定の適否について検討する外来生物
(2)被害に係る知見が不足しており、引き続き情報の集積に努める外来生物
(3)選定の対象とならないが注意喚起が必要な外来生物（他法令の規制対象種、
現在植物防疫法の規制対象となっている４種の外来生物が選定されている。
無脊椎動物：アフリカマイマイ、スクミリンゴガイ、昆虫類：ホソオチョウ、アカボシゴマダラ)。今回該当種無し。
(4)別途総合的な取組みを進める外来生物（緑化植物）
(「(')」の種は、直接指定されてはいないが、要注意外来生物同士の雑種で、要注意外来生物に準ずると判断される種。今回はネズミホソムギのみ。)
W100：外来種選定参考資料「e」における「ワースト100」該当種

合計　　62科　310種

分類群 科名 和名 学名 外来種
河口干潟 住吉干潟 住吉干潟（中洲） 住吉干潟（右岸側）

備考



3
-
2
6
5
 

表 3.10-8 植物調査 希少種一覧 

河口干潟 住吉干潟
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

1 ﾀﾃﾞ ｺｷﾞｼｷﾞｼ Rumex nipponicus 絶滅危惧Ⅱ類（VU） 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○

2 ｱﾌﾞﾗﾅ ｺｲﾇｶﾞﾗｼ Rorippa cantoniensis 準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT） ○ ○
3 ｱｵｲ ﾊﾏﾎﾞｳ Hibiscus hamabo 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○ ○ ○
4 ﾋﾙｶﾞｵ ﾊﾏﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Scirpus issensis 絶滅危惧Ⅱ類（VU） 絶滅危惧ⅠB類(EN) ○
5 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ｶﾜﾁﾞｼｬ Veronica undulata 準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ｷｸ ｳﾗｷﾞｸ Aster tripolium 準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
被子植物
単子葉植物

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｲｾｳｷﾔｶﾞﾗ Scirpus issensis 絶滅危惧Ⅱ類（VU） ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 2 5 2 2 2 3 3 2 0 0 3 1 1 0 0 2 1

注1：希少種の選定基準は、以下の通りである。
　①環境省：「環境省版第4次レッドリスト(植物I(維管束植物))」環境省（2012年8月）
　　　絶滅危惧Ⅱ類(VU)：絶滅の危機が増大している種。
　　　準絶滅危惧種(NT)：存続基盤が脆弱な種。
　②徳島県：「徳島県版レッドリスト(改訂版)昆虫類＋その他の無脊椎動物」徳島県(2014年)
　　　絶滅危惧ⅠB類（EN）：IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。
　　　絶滅危惧Ⅱ類(VU)：絶滅の危機が増大している種。
　　　準絶滅危惧種(NT)：存続基盤が脆弱な種。

被子植物
双子葉植物
合弁花類

被子植物
双子葉植物
離弁花類

合計7科7種

科名 和名 学名分類群 環境省 徳島県


